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2012-13年度当クラブテーマ

『活力あるクラブ作り』

四つのテスト

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４. みんなのためになるかどうか

例会状況報告

第41回 5月14日
通算1646回

◎会員数 ７２名
◎出席規定免除者数２４名
◎出席義務者数 ４８名
◎欠席者 １３名
◎出席者 ５１名
◎出席率 ７９．６９％

第39回 4月23日
通算1644回の修正

◎会員数 ７２名
◎出席規定免除者数２４名
◎出席義務者数 ４８名
◎欠席者 １２名
◎補填者 １０＋４名
◎出席者 ６６名
◎出席率 ９７．０６％

例会プログラム

第42回 5月21日

通算1647回

１．開会の点鐘

２．ソング

「バラが咲いた」

３．お客様の紹介

４．会務報告

５．卓話

ﾀﾞｲﾔ製薬㈱代表取締役会長

守金眞滋氏「私の人生観」

６．閉会の点鐘

国際ロータリー第２６５０地区

ガバナー 河本 英典

Bridge the Gaps

委 員 会 報 告

社会奉仕委員会：宮西委員長

本日皆様の状差しに裏表コピーになった「地域に学ぶ」のチラシを

入れさせて頂きました。本年度社会奉仕委員会の総仕上げというべ
き事業です。これは、青少年に生きることの大切さや道徳を教える

とともに、地域の歴史を勉強し、郷土愛を育む機会を提供するもの

です。今回は平城高校の皆様にご参加頂ける事になっております。

是非皆様もご出席頂きまして、気品ある皆様と一緒に居させて頂け
るだけで高校生の皆様も喜ばれると思いますので、是非来月８日は

皆様にご参加頂きたいと思います。９：３０に南大門前集合となっ

ております。よろしくお願い致します。日程が近づきましたらまた

改めてご案内させて頂きます。

植倉次年度幹事

これから皆様方に、概況報告書に載せます「会員紹介」「会員一覧
表」のチェックをお願いします。この（ファイル）の中に名簿が入っ

ておりますので、５月２８日までに必ずチェックをお願いします。

それに基づき、概況報告書を作成致しますので、どうぞよろしくお

願い致します。

本 日 の お 客 様

●吉岡 正志 様（三笠中学校区地域教育協議会 会長）

●辰巳 政人 様（三笠中学校 教頭）

●萬喜 忠雄 様（やまと西和ＲＣ）
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Ｒ Ｉ 第2650地区より

◆長寿寿齢賞◆

●松岡 嘉平治 会員

◆2013-2014年度地区委員委嘱状◆

●東日本震災復興特別委員会：副委員長 北河原公敬 会員

●地区研修委員会 ：委 員 北河原公敬 会員
●新世代育成基金特別委員会：委 員 北河原公敬 会員

●東日本震災復興特別委員会：委 員 有井 邦夫 会員

●財務委員会 ：委 員 土谷 宗一 会員

●ロータリー情報委員会 ：委 員 多田 廣 会員
●財団資金管理委員会 ：委 員 楠原 忠夫 会員

●米山奨学委員会 ：委 員 冨川 悟 会員

●インターアクト委員会 ：委 員 増井 義久 会員

●広報・雑誌委員会 ：委 員 髙野 治 会員
●職業奉仕委員会 ：委 員 平方 貴之 会員

◆新世代育成基金奨励賞◆

【対象事業】 なら三笠まほろば文化祭及び子ども未来会議

【対象者】 三笠中学校区地域教育協議会 会長 吉岡 正志 様

【贈呈金額】 ￥200,000
（吉岡様と、三笠中学校区地域教育協議会事務局（三笠中学校・教頭）辰巳様にお越し頂き

ました）

＜一言ご挨拶＞
平素子供たちの育成のため、三笠中学校区地域教育協議会に物心両面のご支援を頂きまして

有難うございます。この度はまた感謝状を頂きました。子供たちの生きる力をつけるために、

色々な事業をやっておりますが、皆さん、ご支援頂き有り難うございます。今後とも宜しく

お願い致します。

幹 事 報 告

前回の例会は寒かったのであまり言いませんでしたが、環境省の基準に由りまして、５月１

日～１０月３１日までクールビズになっておりますので、暑い方はネクタイを取って頂いて

結構です。スーパークールビズはご遠慮願いたいと思います。
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卓 話

村島硝子商事株式会社 代表取締役会長 村島靖一郎 氏
「ロータリーライフ50年を省みて」

昭和３８年に大和高田ロータリークラブに入会させていただき、先日の地区大会で５０年皆

出席表彰を受けました。１９９５年の創立３５周年時には会長をさせて頂き、大和高田ロー
ターアクトクラブを設立しました。翌年、足髙ガバナーが当クラブから擁立され、私も地区

役員として公式訪問などにも行きました。ガバナー補佐は２００５年からの３年間、奈良県

南部の６クラブを担当し、北部はこちらの箸尾さんが担当されました。また地区研修委員や
ＲＬＩのディスカッションリーダーを２年間務め、創立５０周年記念式典実行委員長も致し

ました。この５０年の中で一番心に残っていますのはワンダーメイツの事業です。テリトリー

の９つの中学校から４５人の中学生を集め、金剛山、葛城山に登って頂上で一泊、夜は地域

の歴史の講話をしました。この事業は全会員を動員したことも評価され、意義ある業績賞を
頂きました。ロータリーの考え方について、皆さんご存じだと思いますがおさらいでお話し

します。

ポール・ハリスが作った１９０５年頃、アメリカ全土は不況の嵐が吹き、商売においても騙

したりするのが横行しておりました。そんな中、ロータリーが不況から脱出の方法として取
り組んだのが商売道徳の高揚ということでした。綱領の中にも商売道徳の高揚がありますが、

これは買う身になって物を売る、使う身になって物を作る、受ける身になってサービスをす

る、このような商売道徳の高揚を皆でやろうと踏み切ったわけです。結果ロータリアンのお
店は信用を得て続々と成功者も出ました。この相手の身になっての言動を我々は奉仕の理想

と呼んでおります。これを家庭生活、一般社会生活においても実行することが、住みよい社
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会を作る道である、これこそがロータリーの責任であり名誉であると考えられ、世界中に広

がり、２００以上の国に３万４千余のクラブ、１２１万余のロータリアンがおられるという
現状です。

次にロータリーの奉仕の仕方についてお話しします。ロータリーの奉仕の主体はロータリア

ン一人一人にあります。クラブが団体として奉仕するのは本筋ではなく、一人一人のロータ

リアンに奉仕させるためにクラブがあり、クラブの社会奉仕は奉仕の一つの見本です。委員
は１年で交代、必ずどこかに所属し、地域のどこに奉仕の必要があり、どのような手順でや

るか、自分はどの方面で奉仕できるかを勉強できるよう、様々な場面に遭遇するようになっ

ております。ロータリーは奉仕をする団体ではなく、奉仕する人々の集まりであると教えら
れました。余談ですがライオンズクラブは、１９１７年メルビン・ジョーンズというロータ

リーのメンバーが、社会に奉仕するためにはクラブ全体の力、チームワークによって全体奉

仕をしなければという考え方で発祥しました。ロータリーの奉仕の仕方は、物質的に満たさ

れた時代、寄付だけの奉仕ではあまり有り難がられない、例えば老人ホームにテレビを送る
より、会員自ら訪問し、お年寄りの話し相手になる方がよいと教わりました。また委員長一

人がクラブ会費から予算をもらって、施設に金品を送るということではいけない、ニコニコ

に集まった中から奉仕に回し、会費はあくまでクラブの運用に使うべきとガバナーの指導を

受けました。
ところが特にＣＬＰが始まって以来、広報活動が非常に重視され、継続事業も奨励されるよ

うになりました。１年交代の委員会、その都度の事業ではロータリーのＰＲが不足するとい

う考え方です。ＲＩは、ロータリー思想の原点である一人一人が奉仕するということから離
れて、会員増強を重視、財団のお金を集めて世界的規模の人道活動に躍起になっているよう

に思います。会員増強の必要からルールを緩和、出席率１００％も厳しく言われないように

なり、メークアップも前後１週間から２週間に、職業分類も一業種１人から１０人までにな

りました。ただポール・ハリスの言葉に世界は常に変化していき、ロータリーも世界の変化
とともに成長していかなければならない、ロータリーの物語は幾度も書き換えられなければ

ならない、とありますように現在のＲＩのやり方を批判するのではなく、これがロータリー

の歩み方と理解する方がよいのかとも思います。最後に南部６クラブの活動状況をご紹介し

ます。橿原ＲＣはアメリカのクラブとの間での青少年交換事業、飛鳥川流域の美化活動、ロー
タリー創立１００周年の際に桜の木を多く植えたロータリーの森の世話など、五條ＲＣは頼

る人が無いお年寄りの寮で、亡くなった方の法要、落語や手品などでの慰問、五條病院内で

のクリスマスコンサートなど、王寺ＲＣ（現 やまと西和）は台湾のクラブとの相互訪問、例
会終了後の青色パトロールカーでの巡回活動、桜井ＲＣは台南北クラブと姉妹友好関係、倉

橋のため池のほとりに桜を植樹、ベンチ設置などの公園美化事業、年に１回メンバー総動員

で桜祭りを開催、あすかＲＣは手作りおもちゃを使って子供達と時を過ごす催し、青少年・

高齢者・会員が参加の「歌って・笑って・ふれて・元気」という万葉ホールでの事業、私ど
もの大和高田ＲＣはセレッソ大阪の森島選手による子供たちのサッカー教室、高田市民病院

の壁にホスピタル・アートということで、奈良芸術大学の学生たちに、躍動する命と自然と

いうテーマの壁画を描いて頂きました。５０周年の記念事業として描き始めましたが、本年
も継続実施し、病院の患者さんにも大変癒しになると喜ばれ、ガバナー賞も頂きました。以

上南部の活動状況を申し上げましたが、皆さんの奉仕事業の参考になればと思います。
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同 好 会 活 動

奈良大宮ＲＣ山歩き同好会ＮＯＭＣ第１８０回 登山報告

(日 時） 平成２５年３月３日 早春の湖北赤坂山８２３ｍ
(参加者） 麹谷・飯田・辻・福村・木村・向井・小池

近鉄新大宮６時３０分出発 大久保自衛隊前にて麹谷会長を乗せて一路湖北マキノスキー場
に向かう。

マキノスキー場登山口９時１５分出発 今年はまだ雪がたくさんありスキー場は子供たちが
スキーを楽しんでおりました。登山道はすぐにアイスバーンとなり、全員靴にアイゼンを付
け登山開始、最初の登りは何時も苦しく大変です。

栗柄越手前１２時着 １２時頃より天候が悪く風も強吹雪が襲うようになり山頂は少し見え
ていましたが、時間的にこの状態では登頂は無理と向井リーダーが判断し下山する。
風が吹かない武奈の木平にて遅めの昼食とし、１４時３０分無事全員下山する。
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次週の例会 平成２５年５月２８日（火）

卓話 クロデザインスタジオ 漫画家 黒田クロ 氏

「見方をカエルとやり方カワル 発想の転換」

ニコニコ箱 本日計 79,000円 累計 2,945,000円

村島靖一郎様（大和高田ＲＣ）今日は下手な卓話をさせて頂きます。拙い話でお許し下さい。
萬喜忠雄 様（やまと西和ＲＣ）初めて例会に参加させていただきました。奈良ホテルでの

例会楽しみにしています。
楠原忠夫 君 村島様 本日の卓話宜しくお願いします。
橋本和典 君 北河原様 3年に渡る東大寺別当職 お疲れ様でございました。そして東大寺

長老ご就任おめでとうございます。先日は大変お世話になりありがとうござ
いました。

箸尾文雄 君 村島さんようこそ！ところでロータリー会員歴50年を本年1月29日に達せられ
たこと、本日当クラブへご来訪の機会を得て、遅れ馳せ乍ら、心からお慶び
申し上げます。今日は、又、お話しを拝聴出来ること、楽しみに致しており
ます。

大塩栄作 君 村島さん 本日は卓話お世話になります。5月18日15時～BS朝日5ch「留さん
のニッポン焼物紀行」に出ます。お時間ありましたら見て下さい。

小西敏文 君 第一回委員長会議に出席していただきました皆様御苦労様でした。意義ある
奉仕活動のテーマに添った活動報告ありがとうございました。次年度御協力
宜しくお願いします。

植倉一正 君 先日は、お忙しい中、委員長会議にお集まりいただき、ありがとうございま
した。

野崎隆男 君 先日の、次年度委員長会議では、小西エレクト会長はじめ、次年度理事、役
員、委員長の皆様には、大変お世話になりました。ありがとうございました。
植倉さん、お疲れ様でした。

高木伸夫 君 小西次年度会長、植倉次年度幹事、ご苦労様でした。
藤井正勝 君 人生で初めての入院・手術を経験しました。その折、お見舞をいただきあり

がとうございます。それと、本日、吉岡会長、辰巳教頭先生にはご出席いた
だきお礼申し上げます。

高辻良成 君 結婚記念のお花、ありがとうございました。小西さん、先日は、まことに、
重ねてごちそうさまでした。

濱田英資 君 結婚記念日のお祝い、ありがとうございました。ロータリーからお祝いがな
ければ、失念してしまうところでした。

堀内眞治 君 地区大会ご参加ありがとうございました。のこりのお金をニコニコ協力させ
ていただきます。

中村信清 君 ニコニコ協力
渡辺英孝 君 ニコニコ協力
西口栄一 君 ニコニコ協力
市田富久夫君 ニコニコ協力
森山斗福 君 ニコニコ協力
中奥雅巳 君 ニコニコ協力
辻本和弘 君 ニコニコ協力
西本隆一 君 ニコニコ協力


